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第 74 回番組審議会議事録  
開催年月日：平成 26 年 11 月 25 日（月）10 時 00 分から 
開催場所：綾部市西町 西町アイタウンホール 
出席状況 
委員総数 7 名 
出席委員数 7 名 
出席委員の氏名 
高崎忍／入澤久美子／高澤弘明／四方いし江／高本克男／関範子／西山和人 
放送事業者出席者 
株式会社エフエムあやべ 
代表取締役社長 井関悟 
総合制作課 真下 加奈子 
 
議題 
1. 開会 
2. 10 月～11 月番組改編 
3. 年末年始の放送について 
4. その他  
5. 閉会 
 

１０月～１１月の番組について 

【第２回京都丹州もくもくフェスタ 2014特別番組】 
10月11日（土）に小畑町京都丹州木材市場で開かれた第２回京都丹州もくもくフェスタ2014を、
里山ラジオの拡大版として放送。当日は、丸太の速切りレース、積木つみあげ競争、丸太渡りなどの催し
が行われ、京都丹州木材協同組合 理事長 伊東宏一さんと理事 伊東和哉さんにゲスト出演いただ
き、丸太の速切りレースの入賞者表彰の模様やイベントの感想を伺った。会場から CODEC 回線を使い、
生放送した。 
放送日時：10月 11日（土）15:00-16:00 
 

【ＪＡ秋の夢彦フェア】 

昨年に引き続き、10月 24日（金）25日（土）ＪＡ秋の夢彦フェアの司会、ＰＡを担当。２４日（金）

は、CODEC回線を使い、会場からの生ライブ放送などイベントと番組が絡んだ放送を行った。 

放送日時：10月 24日（金）13時 30分～CODEC による中継 
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【アルファスペシャルトークバイ上田塾】 
ＦＭ京都、アルファステーションの協力で、アルファステーションで放送された番組「アルファスペシャルトーク
バイ上田塾」を放送。パーソナリティは「人をつくる塾」代表の上田一貴さんで、ゲストに山崎善也市長と
あやべ特産館の荻野あゆみさんなどが出演。 
放送日時：11月 1日 1時～ 
 
【あやべ産業まつり特別番組】 
昨年同様、第 24回あやべ産業まつり開催に伴い、西町アイタウンに特設スタジオを設置して放送を行っ

た。ＦＭいかる前の特設スタジオに加え、1番街にもスタジオを設置し、2班に分かれ対応。音響設備一

式をＦＭいかるが準備、会場案内には西町アイタウンの放送設備を利用、2番街と3番街側にはラジオ

を放送し、各会場で放送が聞けるよう音響機器を設置。 

放送日時：11月 9日（日）10:00-15:00 

 

【世界連邦ポスター作文コンクール】 

11 月 1 日（土）に開催された「地球市民の集い」で表彰された世界連邦ポスター作文コンクールの作

文入賞者の発表をご本人の朗読で放送。 

放送日時：11月 3日（月）～7日（金）12:15- 

 

【中丹の文化を考えるフォーラム】 

去る9月27日（土）綾部市中央公民館で開催された「中丹の文化を考えるフォーラム」を特別番組と

して放送。講師は、元京都府立大学長、京都府立総合資料館長で福知山市出身の井口和紀さん。 

放送日時：11月 3日（月）14:30-15:30 
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9月～11月の主な取材・中継先 

2014年 9月 25日～11月 21日 取材・中継 9件         2014．11.21現在 

取材８件 

放送日時 取材日 内容 ﾘﾎﾟｰﾀｰ 

9月 26日（金） 9月 25日（木） 綾部高校東分校 秋の即売会 三嶋 

10月 2日（木） 9月 27日（土） 福知山高校付属中学校第２回説明会 三嶋 

10月 6日（月） 10月 6日（月） 災害時防災資機材受領式 井関 

10月 9日（木） 10月 4日（土） 第２０回綾部「丹波くり」まつり 三嶋 

10月 10日（金） 10月 4日（土） あやべ作業所２０周年記念ｷﾞﾈｽ挑戦 三嶋 

10月 16日（木） 10月 15日（水） ｽｲｽ「ﾇｰｼｬﾙﾃﾙ道場」との国際交流 三嶋 

10月 24日（金） 10月 17日（金） 台北駐大阪総領事 来綾 光枝 

11月 13日（木） 11月 13日（木） 支援学校 中丹ギャラリー 真下 

 

中継１件 

放送日時 内容 ﾘﾎﾟｰﾀｰ 

10月 14日（火） ｽｲｽ「ﾇｰｼｬﾙﾃﾙ道場」との国際交流 三嶋 

 

 

年末・年始の番組について 

【12月定例市議会】 

12月 9日（火）に行われる平成 26年 12月綾部市議会定例会の録音番組を放送。 

【放 送 日 時 】平成 26年 12月 13日（土） 
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【ＦＭいかる 紅白歌合戦！】  

年末特別番組は、あやべ特産館に特設スタジオを設け、ＦＭいかる紅白歌合戦！と題し、ＦＭい

かるが選りすぐった名曲を男女対抗で紹介。あやべ特産からのレポートや特産館に出展されている企

業・団体のＰＲ、また古屋の特産品栃を使った栃餅実演を紹介。白組応援団長、紅組応援団長

を筆頭に、パーソナリティが各色の応援団に加わり、番組を盛り上げる。 

【放 送 日 時 】平成 26年 12月 28日（日） 10時 00分～17時 00分 

 

【特別番組 第 24回綾部市立小学校音楽交流会】 

【番組内容】11月 7日（金）中丹文化会館で開催された小学校音楽交流会 

【放送日時】12月 30日（火）9時 00分から 10時 30分まで  

 

【特別番組 第 39回綾部市中学校連合音楽祭】 

【番組内容】11月 6日（木）中丹文化会館で開催された中学校連合音楽祭 

【放送日時】12月 30日（火）10時 30分から正午まで  

 

【特別番組 第 35回市民合唱祭】 

【番組内容】12月 14日（日）中丹文化会館で開催される「市民合唱祭」の模様を放送。 

【放送日時】12月 31日（水）13時 00分  
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【ラジオ年賀】 

【放送日時】1月 1日（木）～1月 3日（土）9時 00分～10時 00分 

 

【特別番組 元旦スペシャル】 

【放送日時】1月 1日（木）10時 00分～12時 00分 

【放送内容】FMいかるの生放送事始め。日本ボーイスカウト第2団の元旦国旗掲揚式やあやべ温

泉からの中継、宮城県亘理郡亘理町 FM あおぞらから中継で放送。 

その他 

【中学校の職場体験】 
綾部中学校の職場体験を１０月１日（水）２日（木）の両日、2名の生徒を受け入れた。 
 

【綾部市総合防災訓練】 

綾部市災害対策基本法及び地域防災計画に基づき、大型の台風が接近し、上林断層を震源と

する大地震が発生したという想定で、地域住民及び各防災関係機関が一体となり、綾部市紫水ヶ

丘公園を本会場に実施された。ＦＭいかるは災害情報・避難情報伝達訓練（Ｊアラート）、避

難所となった武道館からスタッフによる緊急割り込み放送と上林中学校からＦＭいかるアマチュア無

線クラブによる実況放送、会場の司会進行を行った。 

実施日：11月２日（日）午前８時から正午まで 
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＜第１議事＞ 
・ＦＭいかるのスタジオから放送するのではなく、ラジオ番組「こちら里山ラジオ７６３」

のように違う場所（特設スタジオ）から放送するという新たな試みを聞いて、ぜひ放送を

見学したい。 
・里山ねっと・あやべがＮＰＯ法人に移行してから、地元の人が施設に足を運ぶことが少

なくなったように感じる。このラジオ放送をきっかけに、地元の人が里山ねっと・あやべ

を訪れることを期待する。地元住民が番組出演すれば、家族や知人は必ずラジオを聴く。

施設に足を運ぶ良い機会になると思う。 
・里山ラジオ７６３のような番組は、全国的にもめずらしい取り組みではないか。→里山

ねっと・あやべが補助金申請を行い、スタジオの機材を購入。ＦＭいかるは機材操作のレ

クチャーを行った。里山ねっと・あやべがＦＭいかるの放送枠を購入し、毎週 1 回夕方の

番組内で放送している。 
・里山ねっと・あやべに行く機会は少ない。放送内容は、地元を中心にしたものなのか、

それとも綾部全体を意識したものか。→里山ねっと・あやべのイベントは市外からの参加

者が多く、市内から少ないのが問題。この放送をすることで、市民に里山ねっと・あやべ

の活動を知ってもらい、イベント参加を促すことができる。京都や大阪などの市外からは、

インターネットやスマートフォンで聴いてもらうのが狙いである。放送では綾部全体を意

識したものを心掛けてもらっている。 
・ＪＡの秋のイベントでは、毎年盛り上がる時間帯とそうでない時があるが、今年のイベ

ントは一日中賑やかでイベント全体をうまく盛り上げてもらい、司会や音響のプロのすご

さを感じた。ＪＡ関係者からも、今年のイベントは良かったという声を聞いた。地元に密

着した活動をしてもらっているので、ＪＡ青年部の一人としてうれしい。 
・里山ねっと・あやべに特設スタジオがあると地元の人が参加しやすいなどメリットが大

きいのか。→市民がその場所に集い、新しいコミュニティの場が出来る。交流場所作りの

一助になる。 
＜第２議事＞ 
・12 月に実施する年末特別番組のように、市民の目に触れるところで放送することで、市

民により放送を知ってもらう機会を増やしてほしい。放送前に、どのような放送をするの

か、番組にまつわるこぼれ話などを紹介することで、ラジオを聞くきっかけづくりになる

と思う。事前告知に工夫を凝らし、リスナーを増やす工夫をしてほしい。→たとえば夕方

の番組では、スイーツを紹介するコーナーがある。このコーナーでは、事前ＰＲのための

ポスターを制作し、取材先とスタジオ前に貼り出し、より多くの人に聞いてもらうように

心掛けている。 
・小さな出来事の取材や市内でもさらにローカルな行事を取材してほしい。 
・デイサービスや老人保健施設などが市内には多数あるので、施設の昼食時間に放送を流

してもらうのはどうか。 
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・番組をＰＲするために、市民新聞の広告枠をぜひ活用してほしい。 
・音楽番組もいいが、市民生活に密着した情報も聞きたい。 
・番組の可視化の一つとして、ＦＭいかる主催の音楽イベントを行うのはどうか。 
 
＜第３議事＞ 
・成美大学短期大学部ラジオ講座について、チラシの作成、毎月の放送と、積極的に取り

組んでいただき、本当に感謝している。 
 
審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 
該当事項無し 
審議機関の答申又は意見を公表した場合におけるその公表内容、方法及び年月日 
公表内容 
第 74 回番組審議会審議概要 
公表方法年月日 
・ 会社（事務所）に備え置き 平成 26 年 12 月 12 日 
・ ホームページ 平成 26 年 12 月 12 日 
・ 放送番組で放送 平成 26 年 12 月 12 日（番組名：月日星通信） 
その他参考と事項 
該当無し 
 
 
                                             

平成 26 年 12 月 12 日 
上記のとおり相違ないことを確認する。 

 
第 74 回番組審議会議事録署名委員 

 
高澤 弘明 印 

 
四方 いし江 印 


